
 

 

 

 

 

 

鳥取県には、都会にはない「豊かな自然」や「人と人との絆」、心豊かな暮らし

を実現できる「幸せを感じる時間」があります。県では、このような鳥取県の強み

を活かし、県民の皆さんとともに様々な地方創生の取り組みを進めています。 

これからも、県民の皆さんが、住み慣れた地域で安全に安心して暮らし続けてい

ただけるよう、現在の状況や今後の要望など、あなたの率直なご意見をお伺いし、

政策に活かしていきたいと思います。 

ついては、お忙しいところ誠に恐れ入りますが、調査の趣旨をご理解いただき、

ご回答いただきますようよろしくお願いします。  

                  

令和元年６月２６日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥取県の政策に関する「県民意識調査」に 

ご協力お願いします 

○ この調査は鳥取県が行う「鳥取県政に関する県民意識調査」（今年で４回目）です。 

○ 県内在住の１８歳以上の方から３，０００人を無作為に抽出させていただきました。 

○ 調査票は無記名になっていますので、お名前を記入していただく必要はありません。 

○ ご回答いただいた内容はすべて統計上の処理のみに使用し、個々の調査票を公表することはあ

りません。 

○ 調査票は、封筒のあて名の方ご本人がお答えください。ただし、病気入院中や長期出張中など

によりご本人の回答が難しい場合は、ご家族の方など代わりの方（１８歳以上）がお答えいた

だいて構いません。 

○ ご記入いただいた調査票は、同封の返信封筒に入れて令和元年７月１８日（木）までに

郵便ポストに投函（切手不要）してください。 

○ この調査についてご不明な点がありましたら、問合せ先までご連絡ください。 

 

【問合せ先】  

鳥取県 元気づくり総本部 県民課 

  〒680-8570 鳥取市東町一丁目 220 

  電話：0857－26－7848 

ファクシミリ：0857－26－8112 

電子メール：kenmin@pref.tottori.lg.jp 

 



Ⅰ 鳥取県の住みやすさについて  

問１）あなたは、鳥取県に対して愛着や誇りを感じていますか。（○は１つ） 

 

１ 感じている       ２ 少し感じている        ３ 普通（どちらともいえない）   

４ あまり感じていない   ５ 感じていない 

 

 

問２）あなたが、今暮らしている地域の住みやすさを教えてください。（○は１つ） 

 

１ とても住みやすい       ２ どちらかというと住みやすい  ３ 普通（どちらともいえない） 

４ どちらかというと住みにくい  ５ 住みにくい 

 
 

問３）あなたがいま、鳥取県内に暮らしていて、次の項目（設問）についてどう思われますか、 

項目ごとに表中のいずれかに○を記入してください。 
 

 

 

設 問 

選 択 

そう 

思う 

どちらとも

言えない 

そう 

思わない 

１ 豊かな自然環境に恵まれている    

２ 住んでいる住民（県民）が親切である    

３ 地域での人と人とのつながりがある    

４ 生活するにあたり、公共交通機関が整っている    

５ 地域の防災組織が整っている    

６ 地域の治安が良いと感じている    

７ 子育て支援が充実している    

８ 医療や介護の体制が充実している    

９ 子どもの教育環境が充実している    

１０ ストレスなく日常生活を送ることができている    

 

Ⅱ 鳥取県の施策の満足度と今後の優先度について  
  

問４）次ページより、鳥取県が実施している施策等について、政策分野別のあなたの満足度をお聞きしま

すので、それぞれ５段階で回答をお願いします。（１～５のいずれかの数字に○をしてください。） ま

た、テーマごとに今後の優先度（重要度）が高いと思われる項目について３つずつお選びください。 

 

【評価の基準の参考】 

 ５・・・満足 

   ４・・・やや満足 

   ３・・・普通（どちらともいえない）     

   ２・・・やや不満 

   １・・・不満 

 

４つの分野について

お聞きします！ 



１ 豊かな自然でのびのび鳥取らしく生きる    

   ① 観光資源を活用した観光誘客の取組  

鳥取を代表する観光地を周遊する観光ルートづく

り、SNS 等を活用した情報発信など 

   

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

   ② 外国人観光客が訪れやすい観光地づくり 

買い物や通信環境などの利便性向上、国際定期便や

定期航路の活用など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

③ 鳥取県周辺地域と連携した観光誘客の推進 

山陰・関西・中国地方など県域を越えて連携した 

情報発信や観光プロモーションの実施など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

④ 県内の豊かな自然や環境を保存し活用する取組 

森林保全、獣肉(ジビエ)の安定供給・販路開拓など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

 

⑤ 次世代エネルギーの推進 

再生可能エネルギー(太陽光・風力等)の活用、海洋 

資源調査等を行う専門人材の育成など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

⑥ 様々な媒体を活用した県民へのわかりやすい広報、

県外に向けた戦略的イメージ発信等情報発信の取組 

SNS 等の活用、地域等ターゲットを意識した戦略的

な情報発信など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

⑦ 農林水産・畜産業の若き担い手育成への取組 

後継者育成、新規就業者への技術研修・定着支援、

女性農業者の経営参画促進など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

⑧ 農業の活力増進に関する取組 

地産地消や県開発品種の導入の推進、農業ビジネス

創出、就農者所得増大など 

  

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

⑨ 農林水産物の販売戦略 

農林水産品のブランド化や加工品等６次産業化、 

国内外への販路の拡大など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

※ このうち、あなたが今後優先すべき（重要度が高い）と思う項目を３つ選んでください。 

  【      】【      】【      】 

 

 



2 人々の絆が結ばれた鳥取のまちに住む  

   ① 若者の出会い、結婚応援の取組 

企業・団体と協働した若者の出会いの場づくり、 

交流機会の拡大、マッチング支援など 

   

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

② 安心して出産や子育てができる環境づくり 

経済的負担軽減や多様な子育て支援の充実、放課後

児童クラブの整備・充実、保育所待機児童ゼロなど 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

   ③ 地域社会で子どもを育て、世代を支える取組 

産前・産後ママの心身サポート、子育てサークル 

育成、三世代同居支援など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

   ④ ふるさと鳥取に愛着と誇りをもった人材の育成に 

関する取組 

学校での郷土愛を育む教育、公民館活動など地域に

おける社会教育活動の推進など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

⑤ 子どもたちに多様な学びの機会を付与する取組 

グローバル人材育成、海外留学・資格取得・貧困の

連鎖を断ち切る学習の支援など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

⑥ 地域でリーダーとなり活躍する人材（財）育成に 

係る取組 

高度な技能を有する人材の育成、地元企業でのイン

ターンシップの拡充など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

⑦ 中山間地域の安心と元気をつくり出す取組 

医療提供体制の存続や見守り体制支援、買い物・ 

移動など生活支援サービスの充実など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

⑧ 女性が活躍できる社会に向けた取組 

育児・介護と仕事との両立推進、地域で活躍する 

女性リーダー育成など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

⑨ 高齢者や障がい者が輝ける地域づくりを進める取組 

高齢者が活躍できる仕組みづくり、障がい者の新た

な雇用の場の創出など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

※ このうち、あなたが今後優先すべき（重要度が高い）と思う項目を３つ選んでください。 

  【      】【      】【      】 

 



３ 幸せを感じながら鳥取の時を楽しむ 

① 住み続けたい・帰りたい鳥取県を創造する取組 

県内外の学生への県内でのインターンシップ参加 

促進や就職情報発信など 

  

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

 

② 暮らしやすく、まちを元気にしていく取組 

駅前や商店街の活性化、コミュニティ拠点等賑わい

創出、地域の安全と遊休地の活用促進など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

 

③ 文化やアートを使った地域づくりへの取組 

文化芸術活動を支える人材の育成、文化芸術を鑑賞

する機会の提供など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

 

④ 働く場を確保するための取組 

企業誘致、新たな成長産業の立地、正規雇用拡大へ

の取組など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

 

⑤ 新たな産業を生み出すための取組 

AI などを活用した新商品やサービス開発支援、起業

創業支援など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

 

⑥ 誰もが能力を発揮できる雇用の実現 

在宅勤務等多様な働き方の導入支援、障がい者や 

高齢者の雇用促進など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

 

⑦ 安全・快適な通信環境の整備 

超高速情報通信網の整備、超高速モバイル通信電波

(４Ｇ)のエリア拡大など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

 

⑧ 他地域からの移住（転入）促進の取組 

移住につながる情報発信、仕事や子育てニーズ等に

対応可能な環境づくりなど 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

 

⑨ スポーツの盛んな地域づくりへの取組 

生涯スポーツ推進や競技団体の合宿誘致、競技力 

向上に向けた取組など 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

 

    

※ このうち、あなたが今後優先すべき（重要度が高い）と思う項目を３つ選んでください。 

  【      】【      】【      】 

 

 



４ 県政のさまざまな取組 

① 地域犯罪や交通事故等を抑制・防止するための取組 

防犯対策、交通安全対策など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

 

② 災害に強いまちづくり・防災意識啓発にかかる取組 

河川治山の災害防除、支え愛マップづくりの推進、

自主防災組織強化、避難所確保など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

③ 子どもの学力向上のための取組 

基礎学力向上、教員の指導力強化など 

 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

④ 広聴制度を充実させるための取組 

行政情報の透明性や公開度、公文書開示制度、様々

な県民の意見を県政に反映させる手法の拡充など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

⑤ 

 

健康を守り、医療体制を強化する取組 

地域医療の確保、介護予防、介護・医療の連携、 

運動習慣の定着、検診受診促進など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

⑥ 道路網の整備や道路河川の維持管理に関する取組 

県道・河川整備や維持管理など 

 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

⑦ 県内交通の高速化への取組 

山陰新幹線整備、高速道路等の４車線化、高速道路

ネットワークのアクセス改善など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

⑧ 人権意識を育て誰もが尊重される社会の実現 

学校・地域における人権学習の拡充、新たな人権 

課題の啓発など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

⑨ 県民の主体的な活動支援や行政との協働推進の取組 

県民活動支援、団体・NPO・企業など多様な主体 

とのパートナーシップの強化など 

 

   ５  ４   ３   2     １ 

  

←満足        不満→ 

※ このうち、あなたが今後優先すべき（重要度が高い）と思う項目を３つ選んでください。 

  【      】【      】【      】 
 

 

 

 

 

あと６ページ

です！ 



Ⅲ 重点施策への関心・認識  

鳥取県が重点的に施策を展開している事業についての認識や意識をお聞きしますので、設問別に該当 

する選択肢に○をお願いします。 

＜女性の活躍推進について＞    

問５） あなたは、次の言葉をご存じですか。それぞれひとつずつに○をしてください。 

１ ワーク・ライフ・バランス   知っている ・ 聞いたことがある ・ 知らない 

２ 男女共同参画社会       知っている ・ 聞いたことがある ・ 知らない 

※ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）とは、だれもが、仕事、家庭生活、地域活動、個人の自己啓発など、 

さまざまな活動を自分の希望するバランスで実現できる状態のことをいいます。 

 

問６）男女に関する役割などついてお聞きします。次の項目（設問）についてどう思われますか、 

項目ごとに表中のいずれかに○を記入してください。 

 

問７）女性が出産後も離職することなく、子育てと仕事を両立するために、行政が行うべき必要な施策は 

何だと思いますか。（○は３つまで） 

１ 企業（雇用主）対象のイクボス・ファミボス（※）研修会の開催 

２ ワーク・ライフ・バランスを実現できる労働環境整備の手助け 

 ３ 育児による離職者を再雇用した企業（雇用主）に対する経済的支援（補助金制度） 

 ４ 従業員の仕事と育児の両立に関するアドバイザーの派遣 

５ 夫婦間での家事・育児の分担を見直すような研修会の開催 

 ６ 男性向けの育児の手法研修（講習）会の開催 

 ７ 男性の育児参加休暇（育児休業）取得に関して企業（雇用主）に対する経済的支援（補助金制度） 

８ その他（下記に具体的にお書きください） 

 

 

※ファミボスとは、部下の仕事と家庭の両立を応援するイクボスを深化させ、育児はもちろん、介護しながら働き続け 

られる職場環境づくりを実践する家族志向のリーダーのことをいいます。 

 

問８）介護と仕事を両立するために、行政が行うべき必要な施策は何だと思いますか。（○は３つまで） 

 １ 企業（雇用主）対象のイクボス・ファミボス研修会の開催 

２ ワーク・ライフ・バランスを実現できる労働環境整備の手助け       

（項目は次ページに続きます） 

 

設   問 

選 択 
そう 

思う 

どちらかと言

えばそう思う 

どちらかと言え

ばそう思わない 

そう思

わない 

分から

ない 

１ 現実として家事が女性の役割となっていると思う      

２ 現実として子育てが女性の役割となっていると思う      

３ 現実として介護が女性の役割となっていると思う      

４ 学校教育の場において男女差は無いと思う      

５ 就職の機会に男女差は無いと思う      

６ 就労環境、待遇に男女差は無いと思う      

７ 社会的立場や地位は男女とも平等だと思う      

８ 性別に関係なく個人が輝ける社会になっていると思う      



３ 介護による離職者を再雇用した企業（雇用主）に対する経済的支援（補助金制度） 

 ４ 従業員の仕事と介護の両立に関するアドバイザーの派遣 

５ 夫婦間での家事・介護の分担を見直すような研修会の開催 

６ 男性向けの介護の手法研修（講習）会の開催 

 ７ 男性の介護休暇（介護休業）取得に関して企業（雇用主）に対する経済的支援（補助金制度） 

８ その他（下記に具体的にお書きください） 

 

 

 

問９）男女ともにワーク・ライフ・バランスの実践を促す労働環境をつくるために、行政が行うべき必要

な施策は何だと思いますか。（○はいくつでも） 

 １ 部下の仕事と家庭の両立を応援する「イクボス・ファミボス」の理念普及、機運醸成のための広報 

 ２ イクボス・ファミボスとしての取組の具体例（優良事例）の情報提供 

 ３ イクボス・ファミボスの取組の必要性・メリットを広めるための講演会等の開催 

 ４ 企業（雇用主）対象のイクボス・ファミボス研修会等の開催 

 ５ ワーク・ライフ・バランスを実現するための労働環境整備の支援 

６ その他（下記に具体的にお書きください） 

 

 

 

問１０）男性の家事、育児、介護への積極的な参画を促進するために、行政が行うべき必要な施策は何だ

と思いますか。（○は３つまで） 

１ 男性の家事・育児・介護への参画を当たり前のことと捉える社会全体の機運の醸成 

２ 男性の家庭での活躍を促す、経営者・従業員に向けた職場における意識啓発 

３ ワーク・ライフ・バランスを実現できる労働環境整備の手助け 

４ 家族・パートナー間での家事・育児の分担を見直すような研修会の開催 

５ 男性向けの家事・育児・介護の手法研修（講習）会開催 

 ６ その他（下記に具体的にお書きください） 

 

 

 

 

＜鳥取県の現状と目指す姿について＞    
 

問１１）鳥取県に暮らしていて、あなたは今どの程度「幸せ」ですか。 

１０を「とても幸せ」、５を「普通」、０を「とても不幸」として、次の数字１つに○をしてください。 

 
              １０   ９      ８   ７   ６      ５   ４    ３   2     １      0 

    

←とても幸せ               普通            とても不幸→ 

問１２）あなたの「幸福度」を判断するときに、あなたが重視することは何ですか。（○はいくつでも） 

  １ 家計の状況   ２ 就業の状況   ３ 自身の健康の状況   ４ 自由な時間（充実した余暇） 

  ５ 仕事（学校）の充実度  ６ 精神的なゆとり  ７ 趣味などのいきがい   ８ 家族関係 

  ９ 友人関係  １０ 職場（学校）の人間関係  １１ 地域コミュニティーとの関係 

  １２ 自然環境（住みやすさ）  １３ その他 （                     ） 
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←評価する    評価しない→   よく分からない 
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5    4    3    2    1    ０ 
      

←評価する    評価しない→   よく分からない 
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←評価する    評価しない→   よく分からない 

5    4    3    2    1    ０ 
      

←評価する    評価しない→   よく分からない 

問１３）他の都道府県と比べた鳥取県の強みや良さは何だと思いますか？（○は１つ） 

１ 時間にゆとりがある   ２ 自然環境に恵まれている   ３ 人との絆・地域の結びつきが強い 

４ 子育て環境・教育が充実  ５ 古い歴史と豊かな文化環境に恵まれている ６ 防災・治安への安心感 

７ 行政との距離が近い   ８ その他 （                     ） 

９ 他の都道府県と比べて鳥取の強みや良さがあるとは感じていない 

 
問１４）県が概ね 10 年の間に取り組んできた次の事項（施策の柱）について、あなたはどう評価します

か。それぞれ５段階で回答をお願いします。よく分からない場合は「０」を選んでください。（５～０の 

いずれかの数字に○をしてください。） 

【評価の基準の参考】 

５・・・評価する（取組は十分である、よくやっている）      ４・・・やや評価する 
３・・・普通（どちらともいえない）               ２・・・やや評価しない 

１・・・評価しない（取組は不十分である、努力する必要がある）  ０・・・よく分からない 
  

① 人、物、情報の「大交流新時代」    

 

  

 

② 新産業の展開といきいきと働ける就業環境の整備 

 

 
 
 

③ 安全安心で美味しい食の魅力を提供する「食のみやこ鳥取県」の推進と、農林水産業の展開 

 

 

 

④ 新しい人の流れをつくり地域を活性化させる移住・定住の促進 

≪主なトピックス≫ 

・移住相談体制の充実：H22 年度～東京・大阪に相談窓口を設置、市町村専任相談員数：26 人（H30 年度末） 

・移住を検討中の人への支援（とっとり移住応援メンバーズカード制度）：メンバー登録 1,600 人、協賛企業 1,200 社 

・移住者数：12,839 人（H19～H30 年度累計、H30 年度は速報値） 

 

 

 

⑤ 中山間地域の住民生活の安全・安心を確保した「持続可能な地域づくり」 

≪主なトピックス≫ 

・中山間地域の貴重な資源と公益機能を次世代に引き継ぐ「鳥取県みんなで取り組む中山間地域振興条例」制定（H20 年度） 

・道の駅や遊休施設等を活用した「小さな拠点」の数：０箇所（H26 年度）→24 箇所（H30 年度末累計） 

・中山間集落見守り活動に参加する企業数：70 社（H30 年度末累計） 

 

 

 

≪主なトピックス≫ 

・外国人宿泊者数の増：15,300 人（H19 年）→183,630 人（H30 年速報値） 

・DBS クルーズフェリー就航（H21.6 月）、エアソウル就航（H28.10 月）、米子香港便就航（H28.9 月） 

・主要幹線道路の整備：鳥取自動車道全線開通（H25.3 月）、鳥取西道路の開通（R 元.5 月） 

≪主なトピックス≫ 

・県内有効求人倍率：0.74（H19.4 月） →  1.78（H31.4 月） 

・県の産業・雇用・移住の施策と一体となったマッチングを行う県立ハローワークの全県への設置（H29.7 月～H30.6 月） 

・自動車･航空機･医療機器など成長産業分野の企業誘致：96 件（H19～H30 年度累計） 

≪主なトピックス≫ 

・農業産出額：685 億円（H18 年）→765 億円（H29 年） 

・第 11 回全国和牛能力共進会（宮城県で開催）で初の肉質日本一を獲得（H29.9 月） 

・特選とっとり松葉がに「五輝星」、梨「新甘泉」、柿「輝太郎」、米「星空舞」など農林水産物のブランド化 



⑥ 災害に強い県土づくりと防災・危機管理体制整備の推進 

≪主なトピックス≫ 

・防災・危機管理対策の基本方針等を定めた「鳥取県防災及び危機管理に関する基本条例」制定（H21.7 月施行） 

・支援を行う県を予め定めたカウンターパート支援の実施（島根県西部地震（H30.4 月）、西日本豪雨（H30.7 月）等） 

・災害情報ダイヤル・あんしんトリピーメールの運用開始（H22.4 月） 

 

 

 

 

⑦ 芸術・文化、スポーツの振興による地域の創造性の向上 

≪主なトピックス≫ 

・県立美術館整備に向けた取組の推進（美術館整備基本計画の策定（H30.7 月）、県立美術館 開館予定（R６年度中）） 

・日本・中国・韓国の舞台が集まる国際演劇祭「第 23 回 BeSeTo 演劇祭」の開催（H28.9 月～10 月） 

・ジャマイカ陸上チームのキャンプ誘致の実現、2019 レーザー級世界選手権大会の開催（境港市：R 元.６月～７月） 

 

 

 

 

⑧ 一人ひとりがそれぞれの個性と能力を発揮し、心豊かに暮らせる社会の実現 

≪主なトピックス≫ 

・全国初の「鳥取県手話言語条例」制定（Ｈ25.10 月）、手話言語条例制定自治体数：26 都道府県、274 団体（H31.5.31 時点） 

・障がい者が暮らしやすい社会づくりに向けたあいサポート運動の展開（Ｈ21.11 月～）、「あいサポート条例」制定（Ｈ29.7 月） 

・県内民間企業の障がい者雇用率：1.77％（H18 年度） → 2.22％（H30 年度） 

 

 

 

 

 

⑨ 「あんしん医療体制」構築と「健康づくり文化」の創造 

≪主なトピックス≫ 

・鳥取県立中央病院の改築（H30.12 月）による安心・高度な医療・介護体制の構築 

・鳥取県ドクターヘリの導入（H30.3 月）と近県ドクターヘリによる広域救急医療体制の構築 

・総合的ながん対策の推進に向けた「鳥取県がん対策推進条例」制定（H22.6 月施行） 

 

 

 

 

 

⑩ 安心して子育てできる社会の実現 

≪主なトピックス≫ 

・小児特別医療費の助成対象の拡大：H23.4 月～中学生まで、H28.4 月～高校生まで 

・保育料無償化の推進：H26.4 月～中山間地、H27.9 月～第 3 子以降、H28.4 月～低所得世帯の第 2 子 

・安心して子供を生み育て、子供の成長を支える地域社会の実現を目指す「子育て王国とっとり条例」の制定（H26.3 月） 

 

 

 

 

 

⑪ 将来の地域を支える「人財」育成の推進  

≪主なトピックス≫ 

・基本的生活習慣の定着や学ぶ意欲の向上を図るため、公立小中学校の全学年で少人数学級を導入（H24 年度～） 

・学校支援ボランティア制度創設（H23.4 月）：登録者数：7,617 人・17 市町（H30 年度） 

・全公立中学校へスクールカウンセラーが配置され、学校における相談体制が充実 
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問１５）概ね 10 年後（2030 年頃）の鳥取県の将来は、現在と比べて明るいと思いますか。（○は１つ） 

   １ 明るいと思う   ２ どちらかといえば明るいと思う   ３ わからない    

４ どちらかといえば暗いと思う  ５ 暗いと思う 

 

問１６）問１５）で、その選択肢を選んだ理由についてお教えください。 

 
 
 
 

問１７）概ね 10 年後（2030 年頃）を見据えたとき、鳥取県の将来について、どのような姿を目指して

いくことが望ましいと思いますか。（○は１つ） 

 １ AI や IoT、ロボットなどの技術革新等による経済的成長・発展 

 ２ 豊かな自然を活かしたゆとり・ぬくもりのある暮らしの推進 

３ 希望する働き方や子育て、健康や生きがいなど、県民の生活の質の向上 

４ 人と人を繋ぐ地域コミュニティの維持や遊休空き家の利活用など、共助社会の拡大 

５ 外国人が地域で活躍する多文化共生社会の実現 

６ 移住・定住の更なる促進による活力ある街づくり 

７ 観光促進による賑わいの創造 

８ 災害に強い県土づくりと防災・危機管理体制整備の推進 

 ９ その他（下記に具体的にお書きください） 

 
 

 
問１８）鳥取県の将来を考える上で重要な人口減少に係る対策として、どれが最も効果的と思われますか。 

 １ 自然減対策（出生数の増加：出会い・結婚～妊娠・出産～子育ての切れ目ない支援 など）  （○は１つ） 

 ２ 自然減対策（死亡数の減少：健康寿命の延伸、先進医療の導入 など） 

 ３ 社会減対策（転出の抑制：県内就職の促進等、若者の県内定着 など） 

 ４ 社会減対策（転入の増加：IJU ターンの推進、関係人口の増加  など） 

 

問１９）問１８）で回答いただいた項目で、具体的な施策案があればお教えください。 

 
 
 

問２０）人口減少による懸念事項として、あてはまる項目はどれですか。（○は２つまで） 

 １ 若者が減少して活気がなくなる（若者が減少しまちの賑わいが減少） 

 ２ 公共サービスの質の低下（税収低下によるサービス維持の困難等） 

 ３ 公共交通機関の縮小（利用者減による路線の廃止等） 

 ４ 地域内の経済縮小（若者起業家の減少や人口減による産業の衰退等） 

 ５ 民間事業者の撤退により買い物が不便になる（利用者減による悪循環） 

 ６ 空き家・空き地の増加（相続人や後継ぎの不在等）              

 ７ 高齢化による医療・介護ニーズ増加と支え手の不足 

 ８ 労働者の減少による企業活動の鈍化 

 ９ 治安の悪化 

１０ 現役世代への社会保障負担の増加 

１１ 後継者不足による伝統文化の衰退 

１２ その他 （右記に具体的にお書きください） 



Ⅳ 回答者の情報  
あなたの年代や性別などをお答えください。該当する項目に○印をお願いします。 

なお、この情報はアンケート集計以外には利用いたしません。 

 

問２１）年代 

     １ １８～１９歳   ２ ２０～２９歳    ３ ３０～３９歳   ４ ４０～４９歳 

     ５ ５０～５９歳    ６ ６０～６９歳   ７ ７０歳以上 

 

問２２）性別  

１ 男性    ２ 女性 

 

問２３）お住まいの住所 

１ 鳥取市   ２ 米子市   ３ 倉吉市   ４ 境港市     ５ 岩美町   

６ 八頭町   ７ 若桜町   ８ 智頭町   ９ 湯梨浜町  １０ 三朝町  

１１ 北栄町  １２ 琴浦町  １３ 南部町  １４ 伯耆町    １５ 日吉津村 

１６ 大山町  １７ 日南町  １８ 日野町  １９ 江府町 

 

問２４）職業 

１ 会社員（含 公務員）  ２ 自営業（含 家族従業者）  ３ パート・アルバイト 

４ 学 生         ５ 専業主婦・主夫       ６ 無職 

 

 Ⅴ 自由記載欄   

ご意見・ご要望があれば自由にお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で質問は終わりです。ご協力ありがとうございました  

記入もれがないか再度ご確認いただき、同封の返信用封筒に入れて郵便ポストに投函（切手不要）

してください。なお、本調査の結果は１０月下旬に「とりネットホームページ」に掲載予定です。 

 


